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一般社団法人霞ヶ浦市民協会は、第６回世界湖
沼会議・霞ヶ浦’95「霞ヶ浦宣言」の理念を継承す
る市民たちが、職種や立場を超えたパートナーシッ
プで結びつき、同じ「霞ヶ浦市民」として生活し
行動するための市民ネットワーク「霞ヶ浦市民社
会」の構築と、「泳げる霞ヶ浦」の実現を目指し
ている。 

■市民参加を成し遂げた世界湖沼会議

1995(平成７)年、第６回世界湖沼会議が霞ヶ浦
を舞台に開催されるにあたり、茨城県は霞ヶ浦や
河川などの水質や生物、家庭排水、環境問題など
に取り組んでいる多くの団体・個人に声をかけ説
明会を開いた。そして、この世界湖沼会議を、今
までのような専門家や研究者だけの学術会議では
なく、一般市民も積極的に参加しての意義あるも
のとして盛り上げてほしい、と話した。それに応
えた多数の団体や個人が、市民の立場で参加しよ
うと新しい組織を結成、これが「世界湖沼会議市
民の会」である。会長には、のちに霞ヶ浦市民協
会の初代理事長になる堀越昭氏が就任した。

だが、我々市民は、世界湖沼会議が何であるか
も知らない。早速、イタリアでの第５回会議を視
察・勉強しに行き、帰国後に報告会を開催したほ
か、県主催の説明会が何度も行われた。市民も行
政も、それこそ寝食を忘れ、PR活動、会員募集に
奔走し、第６回世界湖沼会議は過去に開催された
同会議とは全く異なり、一般市民を含む約８千人
の参加を得ることができた。

■霞ヶ浦市民協会設立と「泳げる霞ヶ浦」

「世界湖沼会議市民の会」は、第６回世界湖沼
会議の終了とともに解散することが決まっていた。
しかし、これだけ多くの市民・行政・企業・研究

者がパートナーシップ精神のもとに集結し、各自
が責任を自覚し、霞ヶ浦への関心を深めた今、何
らかの形で継続すべきだという意見が大多数を占
めた。その意向は解散総会で採択され、翌1996(平
成８)年、霞ヶ浦情報センター(当時)と合併する形
で設立したのが「社団法人 霞ヶ浦市民協会」であ
る。当時、国内では数少ない「社団法人」格を持
つ市民団体のスタートだった。

設立趣意書には、第６回世界湖沼会議で採択さ
れた「霞ヶ浦宣言」の精神を継承・尊重しようと記
した。そして、この精神を、誰もが容易に理解でき
るよう、「泳げる霞ヶ浦」というキャッチフレーズ
を掲げた。「泳げる」という言葉は単に水質の問題
だけではない。「母なる湖」「百万人の湖」として
の霞ヶ浦にさらなる関心を持ち、自分の生活の一部
にしようという意味を含む。のちに、この意識と行
動を併せ持つ市民を「霞ヶ浦市民」と表した。

■泳げる霞ヶ浦2020市民計画

我々人間は、利便性・安全性・経済性を求め、
数十年間をかけて霞ヶ浦を瀕死の状態にしてきた。
ならば、今後20年を費やし、本来の霞ヶ浦を取り
戻そう。これが2001(平成13)年策定の「泳げる霞ヶ
浦2020市民計画・基本構想～21世紀 霞ヶ浦市民
社会を目指して」の理念である。計画策定審議会
には協会メンバーだけでなく、幅広い立場からの
助言や意見、考えを求めようと、研究者や行政、
環境問題に携わる企業人にも声をかけた。翌年に
は実践部門として「同・行動計画」を策定、この
方針は、現在も「泳げる霞ヶ浦市民フェスティバ
ル」「里浜づくり」「里山(どんぐり山)づくり」
「水辺の楽校」「砂浜の楽校」「市民博覧会」「会
員交流会」のほか、シンポジウム、霞ヶ浦関連講
座、エコグッズづくり、勉強会、各種受託事業な
ど多種多様な事業に活かされている。

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会 ○ 理事長 市村和男 ○ 茨城県土浦市中央2-2-16 ☎ 029-821-0552 
E-Mail：kcajimukyoku@dream.com　○ URL : http://www.kasumigaura.com
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■ 基本理念 

「我々は湖の音に耳をかたむけ、人々、なかん
づく女性と子供の声、また、科学の英知に深い注
意を払おうではないか。さらに、過去の教訓に学
んで将来の過ちを回避し、未来へのビジョンを描
き、恒久的な持続性を達成することを期待する。
我々の子供たちに、また、まだ生まれぬ子孫に対
して恥ずかしくない遺産を残すために、このこと
を願うものである。」 

第６回世界湖沼会議 -霞ヶ浦’95-『霞ヶ浦宣言』
にうたわれた言葉である。 

世界75カ国、地域や言葉を超え8,200人もの人々
が集まったこの会議は、まさに皆等しく環境を守
る地球市民として何をなすべきかを真剣に問いな
おす場であった。こうした各国の会議参加者の強
い意志と熱意をどう活かすべきかが、今、私たち
に求められている。 

今こそ『宣言』の精神を継承し、互いに耳を傾
け合い、過ちに目を閉ざすことなく、霞ヶ浦とい
う風土の中で培ってきた市民の英知を結集し、活
動していく時である。 

本会は、次世代に豊かな湖沼を遺したいという
世界共通の思いの実現に向け、社会に信頼される
公益法人として、あらゆる人々の力を集約する拠
点として邁進する。

■ 泳げる霞ヶ浦2020市民計画 

霞ヶ浦は、私たち市民の生活を支える命の水で
あり、長い時間を共に歩んできた自然文化の宝庫
でもある。歴史を共有してきた私たち市民であれ
ばこそ、一人ひとりの身近な努力が、新しい霞ヶ
浦を創造する大きな力になると考える。泳げる霞ヶ
浦2020市民計画は、私たちにできることを自分た
ちの問題として共に考え、自主的に参画し、主体
的な行動に移していくための計画である。 

今（2001年）の子どもたちが大人となり社会
を担う2020年に、この地域が、自然と共生し、
人々にとって生き生きとした魅力に溢れ、活気に
充ちた場所となっているために、私たちは新しい
価値観を創造し、それに向かって最大限の努力を
払おう。 

そのためには、この計画を単なる「絵」で終わ
らせてはならない。プロセスを重視し、広範なネッ
トワークづくりに向けて20年先に目標を据え、さ
らに、数年おきに見直しを繰り返しながら、100
年先にもつながる計画でなければならない。 

「泳げる霞ヶ浦2020市民計画」の実現には、
地域のあらゆる人々との連携が不可欠であり、そ
こにこそ、霞ヶ浦市民協会の重要な役割がある。

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会
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霞ヶ浦市民社会 

泳げる霞ヶ浦

 【里づくり事業】と【霞ヶ浦連携事業】 

里山づくり（どんぐり里子作戦）・里川づくり・里浜づくり（水辺の楽校・砂浜の楽校）
泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル・霞ヶ浦市民博覧会・霞ヶ浦NEWS発行・ホームページ

交流サロン事業受託（シンポジウム・霞ヶ浦関連講座・エコグッズづくり他）
流入河川水質一斉調査受託・探検隊事業参加（桜川・巴川・恋瀬川・小野川）

霞ヶ浦水辺ふれあい事業参加・霞ヶ浦グラウンドワーク参加・土浦市中心市街地活性化協議会参加
霞ヶ浦田村沖宿戸崎地区自然再生協議会参加・筑波山地域ジオパーク推進協議会参加

世界湖沼会議参加

▲
 【活動実績事業】 

自然観察会・ゼニタナゴ里帰り計画・夏休み教室・家庭排水教室・霞ヶ浦ジュニアレンジャー養成講座
新川クリーンアップ・霞ヶ浦インフォメーションセンター「水の交流館」・市民水質調査

流域一斉水質調査・アシの紙すき工芸・生き物調査・一村一品運動・エコ産物の消費・炭づくり
地域食材の活用・土浦ビオパーク・地域懇談会流域歴史遺産活用・新川浄化実験場

霞ヶ浦関連書籍類出版・出前講座・各種講師派遣ほか

▲
【暮らしのプロジェクト】【身近な川プロジェクト】【水辺交流プロジェクト】 

【地域経済プロジェクト】【人とひとプロジェクト】 

▲
実行体制

自分たちができるところから始めよう！
少しでも霞ヶ浦に触れよう！
家庭から取り組もう！
身近な川から行動しよう！

農林漁業者・企業等に働きかけよう！
▲

泳げる霞ヶ浦にして次の世代に渡したい

市　民
行　政

各種団体

学校企業

農林漁業者

研究者
市民協会
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■ 人・まちが動き 水が動く 

1995（平成７）年開催の第６回世界湖沼会議
を２年後に控えた1993（平成５）年９月、学術会
議にも市民が参加することで霞ヶ浦浄化の気運を
高めようと、「世界湖沼会議市民の会」が結成さ
れた。会には個人はもとより、各種団体、行政、
企業、研究者等が趣意に賛同し結集している。こ
れは、かつてない新しい市民団体の形であった。
会の結成に奔走し、会長を務めた堀越昭氏は、「市
民活動に、行政対立型、行政共存型、行政指導型
の３つがあるならば、この会は行政共存型として
出発したい。市民と行政には『緊張感ある協調関
係』が望ましく、皆が同じテーブルに着き、討論
し、出た結論には皆で協力する」と述べた。これ
はのちに第６回会議で採択された霞ヶ浦宣言の『市
民・行政・産業界・研究者のパートナーシップ』
の文言にも結びつくもので、会の方針、ひいては
その後に設立する「霞ヶ浦市民協会」の理念の礎
にもなる表明だった。 

各種団体や個人の集まりである当会会員は、人
材はもとより、それぞれに培ってきた経験や技術の
宝庫でもある。主義主張も常に同じ方向を向くとは
限らない。必要なのは、互いを尊重しつつ、常に聞
く耳を持ち、意見を交わし、交流しながら同じ目的
に進むことである。こうした道程を経て、満場一致
で得たスローガンが『泳げる霞ヶ浦』である。 

1973（昭和48）年のアオコ大発生など、当時
の霞ヶ浦は水質が悪化し、以降の社会問題にも発
展していた。このままでは、霞ヶ浦は永遠に負の
イメージから抜け出せない。では、その意識から
変えよう、霞ヶ浦への夢や提案を市民の手で集め
よう、と会の事業体制を方向づけた。霞ヶ浦流域
に住む市民に向けては、「私たち市民の使った水
は、必ず湖に還る」という水循環の原則と現実を
訴えつづけた。まずは流域市民が霞ヶ浦への関心

と浄化の意識を持ち、家庭からの排水に責任を持
つことから始める。個人の意識や行動が、やがて
地域・自治体を巻き込みながら政策にも反映され、
浄化につながる。その構図を表した『人・まちが
動き 水が動く』 を 『泳げる霞ヶ浦』へ向けての
メインテーマに据えた。 

■ 水辺の交流からフェスティバルへ 

人々や地域の交流の場を提供しながら、世界湖
沼会議に向けての勉強会やレクリエーション、啓
発事業が行われた。親子学習会、料理会、アシ工
芸講習会、英会話教室、湖沼セミナー、指定湖沼
フォーラム、琵琶湖ツアー、土浦ビオパーク、浜
辺づくり、船上観察会、わくわく市、霞ヶ浦清掃
大作戦、かすみがうら親子たんてい団、ILEC交流
会、アメリカ五大湖ツアー、世界湖沼セミナー、
などのほか、加古隆ピアノコンサート、映画「米」
上映会、3,000人大合唱という大規模なイベント
も主催した。なかでも1994（平成６）年８月の
「霞ヶ浦市民の夕べ」と、第６回会議直前の1995
（平成７）年８月の「霞ヶ浦の夕べPart ２」では、
思い思いの仮装をして霞ヶ浦に飛び込むターザン
ジャンプが大人気、ビオパーク試食会・音楽祭、
わくわく市、ヨット試乗など、地域の文化や産物
をベースに楽しめるイベントとし大いに盛り上がっ
た。まさに、これこそが水辺の交流であり、1996
（平成８）年３月に同会が解散したあと、同７月
に設立した霞ヶ浦市民協会の『泳げる霞ヶ浦市民
フェスティバル』に引き継がれていくことになる。

と浄化の意識を持ち 家庭からの排水に責任を持

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会
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■ 泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル　

第１回泳げる霞ヶ浦市民フェスティバルは、
1996（平成８）年９月１日、社団法人霞ヶ浦市
民協会の設立記念式典とともに、土浦ビオパーク
隣りの湖畔で開催された。各種団体を共催に、
国や県、流域市町村や広域団体の後援を得ての、
まさに前述の４者パートナーシップで支える水辺
の交流イベントである。人気のターザンジャンプ
ほか、水上でのフラッグバトル、ヨットやカヌー
試乗、投網体験、魚獲りなどのウォーターエリア
のほか、音楽、ダンス、遊び、環境学習などのラ
ウンドエリア。また、国交省の同時企画「霞ヶ浦
夏休み教室」の運営も行い、のちに「霞ヶ浦イ
ンフォメーションセンター・水の交流館」が開館
すると「夏の霞ヶ浦何でも相談室」も開催、人
気を博した。

2001（平成13）年５月、『泳げる霞ヶ浦2020
市民計画 基本構想』を、翌年には『同行動計画』
を策定し、５つのプロジェクトを置いた。その
ひとつ、水辺交流プロジェクトの事業となる泳
げる霞ヶ浦市民フェスティバルは、流域各種団体
の連携のもとで『泳げる霞ヶ浦』の実現を目指す、
市民交流の場として位置づけられる「お祭り」で
ある。生活文化や信仰に端を発する日本の祭事
は、地域の人々が協力し支え合いながら生きて
いく相互関係の確認の場であり、最大の交流の
場でもある。『泳げる霞ヶ浦』という共通の目
標を、祭りのベースにある神事・信仰という不動
の原動力とするならば、このフェスティバルはま
さに地域交流の「祭り」である。毎年、海の日
に6,000～8,000人の来場者を呼び、23回目の
今年は、第17回世界湖沼会議サテライトつちう
らで『ハイスクール会議』も開催した。

■ 地域と人とまちづくり
～泳げる霞ヶ浦を目指して

23回の開催を支えてきたのは、人々の精神的、
物理的な支援とマンパワーにほかならないが、
不可欠なのは活動資金である。現在は、地域の
商店、企業、団体等の協賛金のほか、当協会か
らの予算を計上しながら運営している。フェスティ
バル自体は、土浦・つくば・牛久・石岡の各青
年会議所メンバーが交代で実行委員長に、参加各
団体が実行委員として全体の企画から運営までを
引き受けるが、規模が大きくなればなるほど時
間も資金も費やされ、時に大きな負担を抱えてし
まう。常に重要な課題である。

地域での活動には、住民の理解と協力が必要
であり、そのためには、住民にとって何らかのメ
リットが求められる。このフェスティバルが「祭
り」の機能を果たしながら、地域交流の場として
の役割を果たせるかどうか。『泳げる霞ヶ浦』
を掲げても、足元から崩れては元も子もない。

泳げる霞ヶ浦市民フェスティバルは、ともに
『泳げる霞ヶ浦』の実現を目指し、自主的に霞ヶ
浦と関わり合おうとする人を育てる場であり、
自分たちのまちや地域をつくりあげていく、全世
代の交流の場である。　　　（文責：髙木節子）
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■協会設立から「里浜」の提案まで

1995（平成７）年に茨城県で開催された第６
回世界湖沼会議は、学術会議にもかかわらず、多
くの一般市民が参加したことでも記憶に残る。ま
た、水環境保全を願う各国参加者の強い意志と決
意の結晶である『霞ヶ浦宣言』がまとめられ、そ
の宣言内容を設立理念とする社団法人霞ヶ浦市民
協会が、1996（平成８）年に発足した。

2001（平成13）年５月、当協会は2020年を目
標に、『泳げる霞ヶ浦』の実現を目指すための『泳
げる霞ヶ浦2020市民計画 基本構想』を、翌年には
『同行動計画』を策定した。当時、20年先の2020
年は子どもたちが大人になり社会を担う時代であり、
さらにその先へもつながる計画として、21世紀にふ
さわしい環境型循環社会の構築を背景にしたもので
ある。これは、人と自然の共生を前提に、湖沼や河
川の流域住民が、常に流域全体を視野に生活し、水
系と関わっていることを自覚することで成り立つ、
いわば『霞ヶ浦市民社会』とも言うべきネットワー
クの確立を目指したものでもある。

同計画の基本フレームは５つのプロジェクトか
ら構成された。①暮らしのプロジェクト ②身近な
川プロジェクト ③水辺交流プロジェクト ④地域経
済プロジェクト ⑤人とひとプロジェクト。これら
の事業を市民、行政、研究者、企業、農林漁業者、
学校、各種団体とともに進めていくなかで、５つ
のプロジェクトが相互に関連し合う、具体的な事
業として辿り着いたのが、水辺の砂浜づくりであ
る。

昭和40年代初期までは霞ヶ浦沿岸に複数の遊泳
場があり、人々は水に触れ、入り、泳いでいた。
その泳げた時代をイメージしつつ掲げられた『泳
げる霞ヶ浦』は、霞ヶ浦と流域住民の結びつきの
もとで成立するものである。砂浜は、水辺の浄化
機能を果たすのはもとより、親水空間としての利

用価値がある。そこで、日常的に人々が集まり、
水質浄化の意識行動のきっかけになる場としての
砂浜を、人々の暮らす「里」と、霞ヶ浦の「浜」
の結びつきを象徴する『里浜』という言葉で表し
た。しかし、同時に維持管理が整わなければ砂浜
は消失しかねない。

当協会は、多様な効用を持つ里浜の造成から維
持のために、市民の立場で何をすべきか、何がで
きるかを考え、この里浜づくりを提案し、実践す
るものである。 

■「里浜」への道のり

『泳げる霞ヶ浦2020市民計画』策定後、里浜
づくりに向けたシンポジウムやサマースクール等
を開催、2006（平成18）年３月には㈶土木研究
センターなぎさ総合研究室長（当時）の宇多高明
氏を講師に迎え、主に土浦市蓮河原・滝田地区の
湖畔を対象に、現地視察と勉強会を行った。

養浜計画においては、地形、地質、水深、汀線
の角度、卓越風の方向、波の入射方向等の十分な
事前調査が重要であることや、砂質、砂の安定の
ための方策、ヨシ浜との関係性が教示された。さ
らに、波のエネルギーを干さず、程よく浜に当て
ること、その地域にふさわしい姿にすることなど
が浜づくりには重要であり、「相手は生きている
湖」であることを忘れず、段階的な計画が必要で
あることを学んだ。

第６回世界湖沼会議後、旧建設省が霞ヶ浦浄化
の試みとして土浦市手野町石田地先に造成した砂
浜は、しばらくは前浜の形態を保ったものの、ヨ
シ等の植物繁茂、樹木の生長などで荒れた。しか
し、この湖岸は土浦の中心市街地からも近く、人々
が利用する砂浜再生の場所としては適している。
当協会では、ここに里浜をつくろうということに
なった。

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会

サマースクール in 浮島
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■「里浜」の維持と活用　

以降、年に数回、植物が繁茂する夏場には毎週
のように、機械と人力による地道な草刈りと清掃
作業を続け、各種イベントにも利用している。
2015年、事情を聞きつけた地元建設機械メーカー
の全面協力のもと、約600㎡にわたる前浜部分の
ヨシを抜根した。根と砂を振るい分け、水辺近く
では浸出水に阻まれながらの大がかりな作業を終
えると、地面に砂が見え始め、広々とした前浜が
現れた。以降は人の手による継続的な整備作業が
前浜（砂浜）維持のための動力となっている。

前浜の整備および利活用の一環として『砂浜の楽
校』と『水辺の楽校』を年２回ずつ実施している。

砂浜の楽校は、建設会社関係者の協力による本
格的な清掃整備作業で、不法投棄された大量のゴ
ミや、漂流物、流木を除去する。景観の維持はも
とより、霞ヶ浦の状況を目の当たりにすることで、
浄化への意識啓発につなげる。

水辺の楽校は、主に子どもたちを対象に清掃活
動と遊びを組み合わせたもので、ペットボトルロ
ケットを作り飛ばしたり、前浜にある流木でおこ
した焚き火で地元産サツマイモの焼き芋を作り食
べるなど、水辺での時間を楽しく過ごす。

■「里浜」から泳げる霞ヶ浦へ

砂浜は造成しただけでは維持できない。ヨシな
ど植物が繁茂し、ゴミが溜まることで、人は訪れ
ずに荒れていく。しかしながら、維持のためだけ
に活動を続けていくのにも限界がある。望ましい
のは、日常生活の中で利活用しながら維持管理し
ていくことであり、それが里浜の理念でもある。

かつて、人々は集落をつくり、霞ヶ浦沿岸には多
くの漁村があり、遊泳場があった。霞ヶ浦と日常生
活は同じ線上にあり、水辺は自ずと管理されていた。
すなわち、そこにこそ里浜の原型があり、地域と住
民の関わりが果たす大きな役割がある。新たな循環
型社会、持続的な水循環の構築が望まれる。

もともと砂浜には、有機物の分解やろ過などの
水質浄化機能、そして消波作用や魚類の産卵場所
などの機能がある。里浜には、人々の暮らしに役
立ち、生物の営みにも役立つ場としての水辺空間
が求められ、前浜を砂浜として再生し維持してい
くことは生態系サービスの「調整」「文化的」観
点にも貢献する。茨城県が「霞ヶ浦に係る湖沼水
質保全計画」の長期ビジョンに掲げる『泳げる霞ヶ
浦・遊べる河川』実現のためにも、この前浜の整
備、砂浜化は有効と考える。

前出の宇多氏の弁を借りれば、里浜づくりは、
かつて霞ヶ浦で泳いだ世代だけが満足するもので
はなく、多世代の共感を呼び、理念哲学を持つこ
とが不可欠である。(一社)霞ヶ浦市民協会は、「人
と生き物の共生を基本とし、暮らしの中で親しみ
ながら守り育てる浜辺」としての里浜を、『泳げ
る霞ヶ浦』実現のための指標と位置づけ活動して
いる。　　　　　　　　　　　（文責：髙木節子）

ゴミ拾いのあと、ペットボトルロケットで遊ぶ子どもたち

前浜の維持には整備作業が欠かせない
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■どんぐりの里子作戦とは

霞ヶ浦流域の森林率は22％で、全国水準（67％）
より低い茨城県（31％）の中でも、さらに低い。

そこで、霞ヶ浦流域に里山、平地林を蘇らせる
ことで、霞ヶ浦の再生や水質浄化に寄与しようと、
1999年、どんぐりの里子作戦がスタートした。

まず、どんぐり（クヌギ等の種子）を発芽させ、
それを各家庭等に里子に出して苗木に育てる。そ
の2年後に一斉に山に植え替えることで、身近な里
山をつくることにした。

2001(平成13)年4月、成育の場所として、かす
みがうら市加茂の土地、約5,000㎡（約1,500坪）
の提供を受け、約1,500本の苗木を植林、2004(平
成16)年にはどんぐりが結実し、甲虫類が姿を見
せ始めた。2007(平成19)年には国蝶オオムラサキ
が確認できるなど、里山として機能し始めた。

■「どんぐり山」の活用

この里山を、私たちは「どん
ぐり山」と呼び、様々なイベント
を行っている。昆虫観察会は、茨
城県環境アドバイザーの鈴木成美
先生を講師に毎夏開催され、カブトムシ、クワガ
タ、カナブンなどの常連のほか、美しいオオムラ
サキなども子どもたちの注目を集めている。どん
ぐり山で過ごしたあとは霞ケ浦環境科学センター
にて観察後の発表や解説などを行い、子どもたち

の環境学習と遊びを兼ねた観察会として毎回たく
さんの参加者で賑わう。また、間伐材を利用した
椎茸の原木やチップづくり、どんぐりのおひな様
づくり、木の実の工作などを開催している。

■「どんぐり山」の課題と今後

どんぐり山を維持し活用するためには、継続的
な管理が欠かせない。特に落葉が多く、冬季には
風で周辺の畑や民家へ飛散し苦情も出る。また、
定期的な下草刈りや間伐の作業には時間と体力が
必要だが、スタッフに若い世代がいないことも懸
念される。さらに、現在の場所は地主さんの好意
で借用しているが、代替りしたのちに継続できる
かは約束されていない。これは、森林等の保有者
にも共通する深刻な問題かもしれない。

　今後も、流域の市民に里山
の重要性を訴え、霞ヶ浦流域
や湖岸周辺に里山を蘇らせた
い。そして、里山再生から霞ヶ
浦の再生・水質浄化につなが
るモデルケースとしたい。

（文責：大久保和男）

ん
ト
茨
美

一般社団法人 霞ヶ浦市民協会
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■茨城県霞ケ浦環境科学センター
交流サロン交流促進事業

1995(平成7)年開催の第６回世界湖沼会議で採
択された霞ヶ浦宣言を受け、2005（平成17）年4
月、土浦市沖宿町の霞ヶ浦湖畔に茨城県霞ケ浦環
境科学センターが開設された。同センターは、「調
査研究・技術開発」「環境学習」「市民活動との
連携・支援」「情報交流」の4機能を併せ持ち、
あらゆる立場の人が水質浄化に対する取組みを行
う総合的な拠点となっている。

同センター事業のうち、霞ヶ浦流域において水
環境に関わる様々な人々が交流や情報交換を行い、
ネットワークを形成する場所と機会を提供する「交
流サロン交流促進事業」の企画・運営を、霞ヶ浦
市民協会が茨城県より受託している。この事業は、
『泳げる霞ヶ浦』を目指す当協会の活動とも連動
している。

具体的な企画としては、水辺環境の保全活動，
環境学習等を行う市民団体間の連携及び交流促進
に係るシンポジウムを年2回、霞ヶ浦関連の講座全
４回、エコグッズづくりなど、水辺環境に対する関
心を深めるためのイベントをセンターの環境月間、
夏まつり等の行事に合わせて複数開催している。

■流入河川水質一斉調査受託事業

霞ヶ浦問題協議会からの受託事業で、56河川、
285地点での水質調査。霞ヶ浦に流入する河川に
おいて、地域住民の参加による水質調査を実施し、
河川は私たちのもの、との認識をより一層高める
ことにより、流域住民の水質浄化への意識向上を
図る。データの蓄積により年度ごとの変化を確認
し、要因解析などで対策に結びつける。

■参加している他団体主催事業

①探検隊事業

桜川、巴川、恋瀬川、小野川の各河川流域の子
どもたちや住民の水環境への関心を高め、上流か
ら下流に至るまで相互に連携して、各河川流域及
び霞ヶ浦の水質浄化への機運醸成を図る。

②霞ヶ浦水辺ふれあい事業

市民参加による実践型の浄化啓発事業を実施し、
霞ヶ浦を知り、流域住民の水質浄化に対する意識
高揚を図る。水生生物とのふれあい事業、水生植
物とのふれあい事業、さかなとのふれあい事業、
人と人とのふれあい事業の４事業。

③霞ヶ浦グラウンドワーク
④霞ヶ浦田村・沖宿・戸崎地区自然再生協議会
⑤土浦市中心市街地活性化協議会
⑥筑波山地域ジオパーク ほか

（文責：大久保和男）
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土浦市宍塚の里山、市民による活動 

認定ＮＰＯ法人宍塚の自然と歴史の会 

1．「宍塚の里山」 

ＪＲ土浦駅・つくばTXつくば駅から約4kmにある

「宍塚の里山」は、東京駅から50㎞、土浦市宍塚

側が100 ha、つくば側が約80 ha、東京から筑波山

麓までで最大級の里山で、環境省「生物多様性保

全上重要な里地里山（重要里地里山）」に選定され

ている。里山の中央にある宍塚大池は、広さ約

3.5haの溜め池で、「ため池百選」（農林水産省）に

選定されている。この里山は雑木林・谷津・田や

畑・草原・湿原、昔ながらの小川や湧水など、多

様な自然環境によって構成され、多様な環境要素

が幾多の生き物を育む場となり、レッドデータブ

ックに掲載されている数多くの種が確認でき、こ

の里山の重要性の所以の一つになっている。また、

里山は人の暮らしと共に利用されてきた場所で、

宍塚には旧石器時代から近代までの遺跡、遺構が

大池を囲むように高密度に散在し、池の北側には

宍塚古墳群があり、里山の一角には大型貝塚であ

る、上高津貝塚（国指定遺跡）があり、更に集落

には国指定重要文化財の銅鐘を有する般若寺があ

るなど、史跡の多さも特徴となっている。 

 

会は1989年発足以来、この里山の特徴である、広

い里山全体を保全し、豊かな生物を未来に受け渡

すこと、地の利を得た里山であることから、教育

の場としての活用することをめざし、活動を継続

してきた。2005年ふるさとづくり賞「内閣総理大

臣賞」（あしたの日本を作る協会）、同年、「みどり

の日」自然環境功労賞（読売新聞 環境省）、同年、

沼田眞賞（日本自然保護協会）、2010年日本水大賞

「大賞グランプリ」(主催日本水大賞委員会、名誉

総裁秋篠宮文仁親王殿下）、2010年第2回プロジェ

クト未来遺産に登録（公益社団法人日本ユネスコ

協会連盟）、2012年第10回田園自然再生活動コンク

ール「農林水産大臣賞」農林水産省、2014年農山

漁村活性化優良事例「ディスカバー農山漁村（む

ら）の宝に選定（内閣官房及び農林水産省）等々

を受賞、選定された。現在会員数400人。 

 

土浦市第７次基本計画（2018）では「宍塚大池

周辺などのまとまりのある緑地や本市の特色であ

る水辺環境を生かした公園･緑地の整備・維持管理

に努めます。」とあるものの「宍塚大池周辺地区

の一部は、環境に配慮しながら、筑波研究学園都

市に隣接しているといった地理的優位性や交通条

件を生かした研究・業務拠点として位置づけ、適

切な機能配置や、広域的かつ長期的な視点に立っ

た整備を検討します。」と位置づけられ、宍塚の

里山全域の保全する方針は示されていない。 
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2．「宍塚の里山」調査を基本とした保全活動 

1989 年、会はこの自然と歴史的遺産をより深

く理解しながら、地域の特性に即した姿で未来

に受け渡すことを目的に活動を開始した。里山

は「人を育てる場」であると言われるが、都市

近郊という立地条件を活かし、大学、専門学校、

地元小中学校、企業等と連携して活動するほか、

国、茨城県、土浦市等、行政、研究機関の協力

も得て、生き物の保全、農業の維持を目指し、

里山の保全活動、環境教育、レクリエーション、

ゆとり、生き甲斐、情操教育、自然・歴史的な

環境調査など、活動は多岐に亘り、「宍塚の里山

」全体としての保全・利活用に取り組んでいる。 

森林・池・湿地・草原・谷津・田んぼ・畑・

小川・竹林・針葉樹林など、多様な環境の保全

活動に先立ち、それぞれの環境について生物・

環境調査を専門家の指導を受け行い、その結果

を生かした保全を目指している。調査の結果を

生かすとは、生物の多様性を失わない保全を意

味している。 

自然環境調査 

環境省によるモニタリング1000調査は100年

間自然を見つめ、環境の変化を把握し、保全に

役立てるための調査で、全国約 1000 カ所で行わ

れている。宍塚はカテゴリー「里地里山」調査

の中心的な場所として、宍塚「コアサイト」に

選定され、植物・野鳥・チョウ類・哺乳動物・

里山全体の水質・カヤネズミ、カエルの卵塊調

査を実施している。その他、大池の生物相・水

質、キノコ、サシバ（鷹）、湿地植生調査などの

自然環境調査を行っている。環境要素ごとの調

査で得られた情報をもとに、専門家の指導を仰

ぎ、保全目標・計画を立て、再生・保全に取り

組む努力を続けている。また調査でアライグマ

を確認した時には、アライグマの調査、防除の

計画策定を求め、請願を茨城県議会に提出。そ

の結果「茨城県アライグマ防除計画」が策定さ

れるなど、政策への提言なども行っている。 

聞き書き―里山の暮らし 

農業や日常の暮らしと自然とが深く結びつい

て生み出された里山は、先祖の知恵の結晶、ま

さに文化遺産といえる。この 40～50 年で農業も

暮らしも急激に変わったが、里山の未来を考え

る時、これまでの人と里山との関わりをその土

地に則して学ぶことが大切で急がれる課題にな

っている。会では発足当初から、この課題に取

り組み、記録してきた。1999 年｢聞き書き 里

山の暮らし―土浦市宍塚｣(A5 版 146 頁、茨城

県中学校推薦図書選定)、2005 年「続 聞き書

き 里山の暮らしー土浦市宍塚」（A5 版 334

頁）を出版した。今の暮らしに至る努力、がん

ばり、たくさんの知恵と技、里山の幸、豊かな

文化・伝承、人と人の繫がり、一人一人の誇り、

里山の問題だけでなく、これからの暮らしや農

業、自然と人間、人の生き方が聞き書きによっ

て浮き彫りになった。昔を知るということは、

今を位置づけ、未来を展望するために不可欠な

ことだ。この活動によって地元との交流が深ま

り、林・田畑、駐車場など、約 40 名の方から活

動の場、協力が得られるようになった。 

 

環境省モニタリング 1000、宍塚サイト 

 

「続聞き書き里山の暮らしー土浦市宍塚」 
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3．「宍塚の里山」保全活動 

・雑木林：会発足翌年 1990 年からの森、竹林の

整備活動を開始した。目的は生物の多様性を求

めた森づくりであり、毎年下草刈り・落ち葉掻

きを行っている。現在、里山内 16 か所の雑木

林で保全活動を行っているが、基本は明るい森

づくりであり、冬季の草刈り、アラカシ・シラ

カシ・ヒサカキ等常緑樹は総て伐採。可能な限

り、コナラ・クヌギなどの大木の伐採を行って

いる。 

・草原：宍塚には地元専業農家が 1947 年から冬 

季、落ち葉掻きが続けてきた草原がある。オミ 

ナエシ・ママコナ等々貴重な植物が群落を作っ 

ている。2009 年から農家に代わり、農家が行っ 

ていたと同じ方法・同じ時期に草刈り、落ち葉 

掻きを継続、多様な植物・生き物の生息地にな 

っている。 

・谷津田環境：半溜谷津：カヤネズミを保全す

るために、冬季ヨシ・スゲ等湿地性植物を刈り

取っている。ヨシなどが成長するまではフクロ

ウ・タカ類の採餌場所にもなっている。 

五斗蒔谷津：大池の水源の一つである谷津の湧 

水水質調査・湿地保全活動（茨城大学が実施、 

当会が協力） 

・湿地環境：県自然博物館と合同調査を年 3回 

実施。その結果から翌年の保全計画を立て、保 

全を行っている。 

・小川：貝類等小川の生き物を保全のために、 

冬季落ち葉掻きを実施（当地ではミイザライと 

呼ばれる行為） 

・竹林：里山には、孟宗竹林・マダケ林が年々 

拡大している。孟宗竹林 4か所、マダケ林 3か 

所の伐採・整備活動。伐採した竹は毎冬大形チ 

ッパーをレンタルし、チップ化している。チッ 

プは農園で使用するほか、散策路の整備に 

活用 

・田畑：自然農田んぼ塾「生き物いっぱいお米

ザクザク」（無農薬・無化学肥料・不耕起による

のコメの耕作 

・田んぼの学校：①稲作と、稲作に伴う伝統文

化（食、行事など）を学ぶ食農教育、②里山の

自然、田んぼの環境について学ぶ環境教育  

・宍塚米オーナー制（里山で耕作を続ける農家 

支援）収穫した米を都会の人が購入する仕組み 

（里山に来なくても里山保全に参加） 

 畑 4 か所・果樹園 3か所 2 ヘクタール 

 野良クラブ：地元が栽培していたタノクロマ 

メ（大変おいしい）を系統保存 栽培した大 

豆で・味噌・豆腐などを作る（味噌は日頃お

世話になっている地元の方々に配布する一方、

日頃ボランティア参加者に配布。 

・池：宍塚大池は、3.5ha の農業用のため池で、

周囲の雑木林や湿地などが水源となり流入河川は

ない。堤防を除き護岸されていないため、森林、

湿地等との交流が可能で生物多様性が望まれる環

境である。しかし、1990 年頃から、野生のハスが

大量に繁茂し開放水面が著しく減少した。そこで、

池の開放水面確保、オニバスを保全することを目

的に、ハスの葉を人力で刈り取る作業を 1990 年か

ら開始。2013 年までは池の中央 1ha 以上を開水面

にした。その結果、水草、特に沈水植物多数見ら

れた。 

1990 年、ブルーギルなどの特定外来種が確認さ

れた。2006 年に環境省「いきづく湖沼ふれあいモ

デル事業」の受託を受けてから本格的な池の生

物・水質調査を開始。同時に定置網（袋網）や篭

等を使い駆除活動を開始し、現在に至っている。 

 
会所有の森（わくわくの森）伐採活動 

 

― 101 ―



4．「宍塚の里山」環境教育・学習活動 

〇観察会： 

・月例テーマ観察会（毎月講師の先生は専門家

ぞろいで、里山・自然や歴史的なことに関心

がある方には絶対オススメ！！

・土曜観察会、毎週（会発足前から行っていま

す） 

・野鳥の会合同観察会（毎月第3土曜日） 

○環境教育活動

・小・中学校体験、出前交差の受け入れ 

・高校、ボランティアの受け入れ 

・大学（筑波大学）専門学校等の実習の受け入れ 

・大学サークルの受け入れ。 

2002年から毎月活動する法政大学キャンパスエ

コロジーフォーラム支援（保全活動と学び） 

・中学生サークル活動受け入れ。2011 年から土浦

第四中学校科学部が宍塚の竹林で調査・保全活

動・お楽しみ活動を開始、毎月支援している。 

・高校生の活動支援（古代米プロジェクト―荒れ

地を開墾。自然農によるコメ作りと環境学習（

竹園高校）毎月 

・田んぼの学校 

① 食と、稲作に伴う伝統文化（食、行事など）

を学ぶ 食農教育

② 里山の自然、田んぼの環境について学ぶ

環境教育

・稲作の作業と、稲作に関わる行事に子ども

も大人も一緒にとりくみ、協働の楽しさを

味わう。 

・種まきから食べるまで、継続して稲と関わ

り、四季の里山の環境と関わることで、稲

作や自然環境について深く学ぶことができ

る。 

・異年齢の子ども、大人、家族の学びあい、

交流ができる。 

・さなぶり、ならせ餅などの伝統行事を年数

回実施。どの行事も、参加者全員が、可能

な仕事にとりくみ、準備などがとくにたい

へんな行事は、参加家族が分担して担当係

りとなり、準備から片づけの中心となり行

う。担当係りの子どもたちは、その行事の

意味を皆に知らせる「ことば」を言ったり、

大人と一緒に準備や片づけをします。 

・子ども探偵団 毎月（自然観察と遊び体験） 

子ども達・若者達 

1990年から「宍塚のお知らせ」の配布を開始し、

現在では土浦・つくばの小学生に17000枚/1回、

年11回配布。観察会・里山子ども探偵団・生き

もの調査・収穫祭などの行事開催を伝えている。

このお知らせ、最近とみにその効果を発揮し、

観察会は毎回30～100名、その半数は子どもたち

が参加するなど、子ども達と自然のかかわりが

広がり、自然を科学的に観察・考える機会にな

っている。その環境を生かして継続して、子ど

もや若い世代を対象とした活動を継続してきた

結果、幼児期から里山に親しんだ子ども、中学

時の部活動で通ってきた生徒、大学時代毎月活

動に参加した学生が、成長してからも保全活動

などに通う姿がみられる。かつては暮らしを支

えた里山だが、今、老若男女が集い、子どもた

ちを育てつつ、自ら育ちあう場となってきてい

る。 

○学習会

・土曜学習会：里山の自然・歴史・保全手法を学

ぶ 

・保全学習会：県、環境政策課・都市計画課・農

村環境課・林政課・観光課等、土浦市、環境保全

課、都市計画課・観光課等と保全策を学ぶ 

・学習会：自然環境・歴史的な環境・保全につい

て、専門家から学ぶ 

・シンポジウム：オニバスサミット・里山サミッ

ト・サシバサミット開催、ため池シンポジウム、 

モニタリングシンポジウム開催 

〇チェーンソー・草刈り機、取扱い安全講習会：

労働安全衛生法に基づいた安全講習会を実施

毎年 6 月行う「きのこ観察会」講師は国立科学博

物館キノコの研究者 
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5．「宍塚の里山」繋がり広がり 

地元： 

里山の土地、利活用するために約 40 カ所の土地

の使用許可を受け、森林保全、稲作・畑作・果樹

園として耕作、駐車場などにも利用している。収

穫祭等、祭りへの参加、共同活動 

地元農家９軒と連携し、宍塚地区農地・水・環境

保全会協働活動を実施。 

企業： 

富士通株式会社、（株）リクシル、積水樹脂株式

会社等、 

保全活動の協力、寄付を賜る企業 5 社 

学校： 

中学校、高校、大学：筑波大学、茨城大学、法

政大学、筑波学院大学、東邦大学など。宍塚の里

山での調査研究、卒論、修論等にも役立てている。

定期的にやって来る学生は卒業後、社会人になっ

ても継続する人も増えている。 

研究所： 

（独）国立環境研究所、農研機構等 

行政： 

土浦市・つくば市、両教育委員会、上高津貝塚

資料館、茨城県環境政策課、茨城県農林水産部農

村計画課、霞ケ浦環境科学センター、茨城県自然

博物館、環境省生物多様性センター（モニ 1000

事業）農水省森林・山村多面的機能発揮対策事業

活動等々、国立科学博物館 

団体： 

日本自然保護協会、日本野鳥の会茨城支部、茨城

むらまちネット、大好きいばらき県民会議、全国

ブラックバス防除市民ネットワーク、土浦農業協

同組合、霞ヶ浦漁協協同組合、特定ＮＰＯ法人い

ばらきコモンズ、認定ＮＰＯ法人シーズ、つくば

市市民活動センター等々 

 

保全を行う前には、何を目的にどのような活動

が必要なのか、専門家の意見を参考に行う必要が

ある。また、里山の保全には、多様な主体の参加

が極めて重要なカギになる。 

とは言え里山の活動は会員だけでなく、多彩な

陣容の協働活動で、調査活動、保全活動を行って

いる。引きこもりの青年・不登校の子ども達、体

に障害のある若者達、共に行動する人達の輪は限

りなく、共に学ぶ場になっている。大学生の受け

入れも 15 年が過ぎた。 

若者たちが放置されてきた畑の復元に取り組み、

秋に収穫した薩摩芋は、学園祭で活用。また学生

たち、地元を訪問しかつての暮らしの話を聞き、

お年よりから藁ない等の技術を学び、若者たちは

収穫祭などで子ども達の指導者になっている。 

また地元 2 軒の方が、学生の宿泊を受け入れて

いる。 

 
企業による定期的な活動 

 

企業の湿地活動（外来植物引き抜き活動）

 

大学生による荒れ地の開墾 

― 103 ―



6．里山が生み出したもの 未来へ 里山の活用 

 雑木林のコナラ・クヌギ・シラカシ・アラカ 

シなどの伐採木は、地元が中心になり、薪を作り。

会との協働活動となっている。また、薪は会が所

有するピッザ釜で活用している。竹、杉は、学生

達が休憩用ベンチなど作りなどに活用している。 

 田畑・里山での収穫物は、毎月第4日曜日に集う、 

大学生・中学生、会員の活動参加者（ボランティ

ア）に向けた昼食「森のごちそう」に活用、する

ほか、収穫祭、ならせ餅、青屋箸、さなぶりなど

の伝統行事でも活用している。 

竹林整備で発生した伐採竹は、毎年冬大型竹粉 

砕機でチップ化、チップは農業利用、散策路整 

備に活用している。 

会は発足30年目を迎える。これまで宍塚の多様 

な環境について、多様な生物の生息できる環境づ

くりを目指し、保全手法の蓄積を進めきた。広い

宍塚全体から見るとまだ手が付けられていない所

も多いが、地権者約40数名の協力を得、年々その

保全面積を増やし、成果を上げている。例えばニ

ホンアカガエルはその産卵数は2005年と比較し

2013年は6倍に増えた。その後ヘビが増え、絶滅が

危惧されている鷹サシバの繁殖が毎年確実なもの

となり、最近では複数の番（つがい）が繁殖に成

功している。 

思い起こせば発足後 10 年間は、サミットの開催 

（1992 年オニバスサミット・1993 年里山サミッ

ト・1994 年サシバサミット）報告集（宍塚地域自

然環境調査報告書）の発行、里山とはどんな場所

なのか、宍塚の価値を考えた時期であった。その

後の 10 年は、田んぼ塾・オーナー制、田んぼの学

校を開始し、「聞き書き」を出版、里山の価値が鮮

明になって来た。また、地元との繋がりも深まり、

協働活動も進んだ。農水省・環境省等から、国の

政策にも宍塚の保全手法が生かされる場面が出て

きている。また国際的にも SATOYAMA が注目され、 

JICAによる発展途上国を対象とした研修の受け入

れも毎年のように行われ、環境省「生物多様性保

全上重要な里地里山（重要里地里山）」に選定され

るなど、客観的な宍塚の価値が明確になってきた。 

ことから、活動の目標は生物多様性を維持する 

場として考えることが定着した。会の活動は2011

年、日本ユネスコ協会連盟からユネスコ未来遺産

に登録され、第1回「農村漁村の宝」全国23か所の

一つに選ばれた（総務省・農水省）。 

 

農業と暮らしに欠かせなかった里山の存在価

値が、いったん失われたかのように考えられた

が、今、また新たにその値打ちが見出され始め

ている。生物の多様性の観点から、人が環境に

ついて学び、自然と係りながら育つ場として、

里山の価値、里山の必要性が明確になってきて

いる。大切にしていくべき里山の宝は何なのか。

どのような人々の力とつながりで、どんな里山

にしていくのか、地元、市民、行政等、大勢の

人達で考えゆかねばならない。そのとき昔の里

山、暮らしや農業についての共通認識は欠かせ

ない。そして私有地が3/4を占めるこの里山の保

全は、地権者の了解なくして全域の保全を決定

づけることはできない。今後も行政・地権者・

市民・専門家・企業等々と知恵を絞り、これま

で以上に保全に向けた取り組みが必要だ。そし

て行政が宍塚の里山の価値を深く認識し、保全

が必要であることを認められることが必要だ。

そして更に、ほんとうの豊かさとは何か、原点

から考えて行きたい。 

また、今回のサテライトつちうら第２弾流域

市民会議では流域の重要性が明らかになった。

霞ヶ浦を生業とする人たち、流域の森林保全を

行う団体と共通認識に立つことができた。これ

からも流域も含め、様々な立場の人達と連携し、

協働を進めたい。会は林 1.27ha を購入。現在里

山情報館の土地も含め 1.32 ha の土地を所有し

ている。茨城県、環境省、農水省等に働きかけ、

「宍塚の里山」全域の保全の決定が必要である

と考えている。 

市民活動のみならず，行政が果たすべき役割は，

きわめて大きい。土浦市は里山の保全の方針を明

確にし、この地域で展開されている諸活動を活かし

た策が、行政や地権者、農業従事者、市民による

知恵の集結により施されることが望まれる。 
（文責 及川ひろみ）:

認定 NPO 法人宍塚の自然と歴史の 
〒305-0023 茨城県つくば市上ノ室 292 番地５ 
Tel029-857-1555e-mai：sisitsuka@muf.biglobe.ne.jp，

http://www.kasumigaura.net/ooike/  
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⒈ はじめに

昭和 40 年代の霞ヶ浦の水質悪化による茨城

県の水質浄化対策に伴い、美浦村も流域自治体

として、工場排水はもとより家庭排水対策とし

ての下水道整備に努めてきた。馬 2､000 頭、人

5,000人を伴ない1978年開場の競走馬調教施設

JRA 美浦トレーニングセンターは、完全下水道

化で誘致し、湖岸に聳える日本テキサス・イン

スツルメンツ社 IC半導体製造工場の 1980年の

立地では、全国初の工場排水完全クローズドシ

ステム化を実現させた。そして、1980 年代末に

湖岸地区に計画した安中地区総合開発では、広

大な遺跡及び里山の保存、立地ゴルフ場の厳し

い排水規制、周辺集落の下水道化を成した。

こうした村づくり中で、「陸平をヨイショする

会」は、霞ヶ浦湖岸の縄文遺跡「陸平貝塚」の

保全を通して、霞ケ浦の豊かな恩恵を受けた縄

文人の暮らしを学び、地域や遺跡をより良いも

のにして未来に贈ることを目的に活動している。

２.古代の霞ケ浦の恩恵を伝える陸平貝塚

陸平貝塚は、縄文時代早期から後期、今から

8,000年前から 3,000年前に形成された遺跡で、

霞ケ浦南岸に半島状に突き出た美浦村の安中台

地の中心部にある。明治 10 年に東京の大森貝

塚で日本初の発掘調査をしたモースの愛弟子の

東京大学の佐々木忠次郎と飯島魁が日本人初の

考古学調査を 1879（明治 12）年に行った遺跡

として、考古学史にその名を留めている。

霞ケ浦は、縄文時代には鹿島灘に口を開いた

海の入江で、陸平貝塚は入江に浮かぶ島であっ

たという。縄文人は、クリやドングリなどの木

の実、シカやイノシシなどの獣をとって暮らし

ていたとされるが、陸平では、さらにハマグリ

などの貝、内海で獲れるスズキなど海の恩恵を

受けていた。この貝や魚の食べた後の貝殻や魚

の骨、使われなくなった土器や石器などの道具

を数千年にわたり捨てた跡が貝塚となっている。

陸平貝塚は、約 30,000 ㎡の台地平坦部を大小

８つ貝塚が取り囲み、貝の層は４m に及ぶ。そ

の規模、周辺の景観も含めた良好な遺跡保存状

態、さらには住民の遺跡保護活動が認められ、

平成 10 年に約 65,000 ㎡が国史跡指定され、周

辺の自然景観保全区域を含めると約 90,000 ㎡

が保護されている。

３．陸平貝塚の保存経過と会の発足

1970 年代前半、高度経済成長の波に乗ったリ

ゾート開発計画が陸平貝塚周辺に持ち上がるが、

全国の歴史研究団体や市民団体の保存運動と、

その後の景気状況の変化により開発は中止とな

る。しかし、遺跡や周辺土地所有権が村外に流

出し、畑作や里山の放棄が進み、遺跡は盗掘が

陸平をヨイショする会

陸平
おかだいら

貝塚の保存と活用からの地域文化づくり
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横行、陸平貝塚周辺一帯は荒れた状況となる。

これに対し、1980 年代半ば、村はバランスある

地域活性化として安中地区総合開発を計画、後

に解散となったセゾングループの西洋環境開発

（株）が計画に共鳴し、陸平貝塚の保存と霞ヶ

浦の浄化を重視した地域開発を進めた。また、

この計画には当初より著明な考古学者が多数関

わり、陸平貝塚の理想的な保存と活用が検討さ

れ、大規模な遺跡保存と先進的な博物館構想が

提起された。しかし、1990 年代前半のバブル景

気崩壊により、開発計画が縮小され、博物館計

画も立ち消えとなった。開発企業は、霞ケ浦の

水質浄化に配慮した２つのゴルフ場完成と周辺

集落の下水道整備に貢献し、陸平貝塚及び周辺

所有地を村に寄贈した上で、撤退となった。

当時、陸平貝塚の保存方式は、行政、企業、

専門家が協力しあう画期的なものであったが、

博物館計画の挫折から遺跡保存はなされたもの

の貝塚周辺は元の荒地に戻ってしまった。そこ

で、立ち上がったのが、開発計画の中で提起さ

れた「博物館構想」に共鳴した少数の住民と役

場職員有志であった。多くの人びとに陸平貝塚

の価値を知ってもらい、保存された陸平貝塚を

活用したまちづくりをしようと、荒れた陸平貝

塚の草を刈り、きれいになった遺跡で様々なイ

ベントを開催した。そして、陸平貝塚をよいも

のにして未来に贈ろうと「陸平をヨイショする

会」が 1995 年 3 月に誕生した。ちょうど、第

６回世界湖沼会議開催の年で、湖沼会議市民の

会の見学会や村縄文祭り開催にあわせた湖沼会

議サテライト会場にもなった。そして、これら

を機に村も本格的な遺跡の保存と活用を進め、

国史跡指定、遺跡の公園化、文化財センター整

備に繋がった。

４．行政と連携した住民活動から地域文化づくり

陸平をヨイショする会は設立 23 年となり、活

動の主体は、陸平貝塚の自主的な草刈りから

縄文の土器や食などの縄文文化の学習や体験指

導、定期的な陸平でのコンサート等となった。

村文化財センターでは、遺跡の管理や資料展

示とともに縄文文化の体験活動が継続され、断

続的であるが、住民参加の遺跡発掘調査も行な

われている。開発時に約束されたゴルフ場から

の寄付「陸平基金」も継続され、遺跡の保護と

活用の基盤となっている。

そして、さらには、陸平に思いを馳せた詩や

音楽、演劇等も様々に誕生している。広大な面

積の陸平貝塚の保存は、縄文文化の研究だけで

なく、地域や霞ヶ浦の豊かな環境を護り、その

恩恵を未来に伝え、新たな地域文化創造の場と

なっている。益々厳しくなる地域財政であるが、

こうした陸平貝塚の保存と活用の理念が未来に

継承されるよう、会では行政や様々な人々と連

携した活動を継続している。（文責：増尾尚子）

陸平をヨイショする会 会長 市川紀行
〒300-0404 茨城県稲敷郡美浦村土浦 1260（美浦村文化財センター内）
℡029-886-0291 FAX029-886-0471 Email bunkazai@vill.miho.lg.jp

― 107 ―

mailto:bunkazai@vill.miho.lg


NPO  

375

2006

12 6,000
18,000 4

 2 10  

NPO 1-1-2 B-829  
1389 029-757-1539 URL http://www.greenglobe.jp 

Email office@greenglobe.jp 

  1   

― 108 ―



1971 46

1974 2

1974

1982

1983

56 200

1984

56

2

150

1985   

34

36

1995 6 10 23 27

― 109 ―



20 8

47

[

]

50 100

300-0043 1-8-10
TEL 029-824-3870 FAX 029-821-0260

― 110 ―



― 111 ―



― 112 ―



Kasumigaura Academic Circle  

1991 12

1991

1995 6

(1991.7)

12 7

1991 1992  

 9 200

2  

’
1993

’95
’95 8,200

6 10

9 80

: 2
1991 1992

1994 6 10
12

9  70

COD
3

1993
STEP, 1994 25 167  

1995
7 9

11

― 113 ―



12  
100

3

3 1994  
1996

10

11 50
11 2 70

1995  

1998
2000 2003

3
2003 3

2002.10.19 2000 2001
34 11

7
190 7

2004.2.29 8 2002 12 2004 3

2005.3.27  
2005 3

2005 5

1998
7

10 11
2  

1999 6
9 2

2000 6 12  
2001 6

9  
————————————————————————————— 

 

1  
2002 5

7  
2003 6

7 10  
2004 8

11 12  
2005 7
10 12  

2011 3
2011 14  

8 2005 2005.3.27  
9 2006 2006.3.22  

10 2007 2007.3.23  
11 2008  

2008.9.28  
12 2009 2009.9.26  
13 2010 2010.12.25  
14 2011 2011.12.25  
15 2012  
     2013.5.31  
16 2013  

2014.7.31  
17 2014  
     2015.8.31  
18 2015 2016 2016.9.30  

  2005

 

― 114 ―



― 115 ―



― 116 ―



NPO 311-4145 4-20-1 
<http://www.env-ge.net>

― 117 ―



NPO 311-4145 4-20-1 
<http://www.env-ge.net>

No5 No6  No4   No3  No2 No1    

― 118 ―




